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まちの話題まちの話題
広報くまの ６月号 

今月の表紙ＣＯＮＴＥＮＴＳ

３ まちの話題 
＜Pick UP！＞  
〇令和７年 春の叙勲 

受章おめでとうございます 

４ 特集・災害が起こる前に… 

６ 連載特集・つながるつなげる 

８ いきいきくまの（当番医・保健行事） 

10 けんこう通信 

11 くまの・こども夢プラザ 
子育て支援センター通信 

12 ハロー！公民館・図書館です 

14 ぼくたちの学校！わたしたちの学校！ 

16 筆の里工房 

17 暮らしの情報 
＜Pick UP！＞  

〇介護の現場で役立つ 
「アンガーマネジメント」 

〇認知症サポーター養成講座 
〇今月もやります！『スマホ教室』 

参加者募集中 
〇筆の里スポーツクラブ 

〇被爆二世のための健康診断を 
実施します 

を実施します

御神木が奉納額に生まれ変わりました 

〇緊急地震速報訓練

便利で手軽に情報を！ 
ぜひみんなにも使って 

もらいたいりん♪

公式 You Tube 
◀◀◀

熊野町公式 
Instagram 

公式 SNS でも生活に役立つ情報を発信中!! 

チャンネル ▲▲▲熊野町公式 LINE

介護予防・ボランティアポイント 
の対象事業です。

日時 開館日 休館日 場所 
対象 参加費・料金 持ち物 
定員 講師・指導者 
申し込み場所・方法など 
申し込み締切日 問い合わせ先 

※料金や申し込みなどの記載がないもの
は無料、申し込み不要です。

記号の説明

令和７年 春の叙勲 受章おめでとうございます

平成７年から令和５年まで、熊野町議会議員として７期 28年間在職されました。
また、議長在職中には、平成 30 年７月に発生した豪雨災害において、特別委員会
の設置や議会における対応要領の策定など、住民の安心安全の確保のために尽力さ
れました。

受章者の言葉 

稲垣寿計さん（70歳・川角） 元熊野町消防団分団長 

受章者の言葉 

６月 23 日～29 日は
「男女共同参画週間」です６月１日～７日は「水道週間」です 

この度の受章は、これまでいろいろと支えてくださったみなさんのおかげと感謝の気持ちでいっぱい
です。訓練でも、実際の現場でも、“消防団員としての使命感”を大切に活動してきた結果が評価された
のだと、大変喜ばしく思います。

)(

水道は、飲み水や洗濯、風呂、
トイレなど、日常生活のさまざま
な場面で利用しており、私たちの
暮らしに欠かすことのできない
ものとなっています。 
「水道週間」は、そんな水道事
業のさらなる発展や水道の現状な

この機会に、“水の大切さ”について考えてみま
せんか。 

男性と女性が、職場や学校、地域、家庭で、それ
ぞれの個性と能力を発揮できる “男女共同参画社
会” を実現するためには、政府や地方公共団体だ
けでなく、みなさん一人ひとりの取り組みが必要
です。 
「男女共同参画週間」では、さまざまな取り組み
を通じ、男女共同参画社会基本法の目的や基本理念
について理解を深めることを目指しています。 
この機会に、私たちのまわりの男女のパートナ
ーシップについて考えてみませんか。 

▷令和７年度キャッチフレーズ 
『誰でも、どこでも、自分らしく』 ▷令和７年度スローガン 

『透き通る 誇れる水に 
感謝する』 

生活環境課( )

◀◀◀

政策企画課

どについて理解を深めることを目的に、国や各水
道事業体などで毎年実施されています。 

この度、春の叙勲を賜りましたこと、大変嬉しく思っております。この受章もひとえに皆さま
げと感謝しております。これからも微力ではございますが、恩返しの気持ちで努力してまいりたいと思
います。

のおか

 昭和 53 年から消防団員として活動されました。また、分団長として災害救助に
あたった平成 30 年７月の豪雨災害では、第８分団を指揮し、生存者の救出や避難
誘導を行い、被害を最小限にくい止めるなど、町民の安心安全を守るためにご活躍
されました。令和６年５月に伐採された榊山神社の御神木

が、熊野高校芸術類型の生徒らによって、『奉納額』
へと生まれ変わり、榊山神社に奉納されました。 
額内の絵は美術部全員で取り組み、額縁は立体

造形を専攻する生徒が宮大工さんの指導のもと
制作に携わりました。そして、絵の中にトレース
された書は書道部の生徒らによって揮毫された、
この世にただ一つの奉納額です。 

健康フェスティバルを開催します

【生徒たちのコメント】 
“800年”という年月を過ごしてきた人々の縁を
イメージしてデザインし、“絆”という文字を入れ
ました。 

撮 影 日：４月 23日(水) 
撮影場所：榊山神社

私たちの日常や思い出を守ってくれた大切な
“樹”なので、私たちの手によって形を変えて、受
け継がれていくことはとても嬉しいです。

山吹富 さん（74 歳・東山） 元熊野町議会議員 
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(広島県水道広域連合企業団熊野事務所)


